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(57)【要約】
本発明は、外側表面を有する管状構造と、外側表面上に
設置された複数の突起とを有する位置移動防止ステント
に関する。複数の突起は第１の突起群と第２の突起群と
を含む。第１および第２の突起群の各々は底部と頂点を
含む。第１突起群の各々の頂点は第１の突起群の底部か
ら、第２の突起群の各々の頂点が第２の突起群の底部か
ら偏奇する方向と反対の方向に偏奇する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外側表面を有する管状構造と、
　前記外側表面上に設置され、第１の突起群と第２の突起群とを含む複数の突起であって
、前記第１および前記第２の突起群の各々が底部と頂点を有し、前記第１の突起群の各々
の頂点が第１の突起群の底部から偏奇する方向と、前記第２の突起群の各々の頂点が第２
の突起群の底部から偏奇する方向とが反対の方向である複数の突起と、
を含む位置移動防止ステント。
【請求項２】
　前記複数の突起のうちの少なくとも１つは、シリコーン、ナイロン、ポリアミド、ポリ
ウレタン、ポリエチレン、テレフタレート、ポリプロピレン、ポリテトラフルオロエチレ
ン、延伸ポリテトラフルオロエチレン、およびこれらの組み合わせのうちの１つのポリマ
ー材料から形成される請求項１に記載のステント。
【請求項３】
前記複数の突起のうちの少なくとも１つは棘の形状をなし、円形状の底部と円錐状の頂点
を有する請求項１に記載のステント。
【請求項４】
前記ステントの少なくともいくつかの部分に沿って、前記複数の突起が管状支持構造の長
手方向軸を完全に包囲する請求項１に記載のステント。
【請求項５】
前記外側表面の周りに配置されたコーティングが前記複数の突起を有する請求項１に記載
のステント。
【請求項６】
前記複数の突起は外側表面の周りに配置されたコーティングの上に鋳造、または鋳型成形
により形成される請求項５に記載のステント。
【請求項７】
前記コーティングは浸漬塗装法およびエアスプレー法の一方により形成される請求項５に
記載のステント。
【請求項８】
前記複数の突起は射出成形または真空鋳造される請求項１に記載のステント。
【請求項９】
前記複数の突起は、前記突起の各々の前記底部から前記頂点まで湾曲した形状を有するフ
ックの列を含む請求項１に記載のステント。
【請求項１０】
前記第１の突起群および第２の突起群の各々の頂点は、前記複数の突起の底部から径方向
における所定の距離だけ離間して配置される請求項１に記載のステント。
【請求項１１】
外側表面を有する管状支持構造と、
前記外側表面の周りに配置されたコーティングであって、複数の突起を有し、前記複数の
突起が複数の基端方向に指向する突起と複数の先端方向に指向する突起とを含むコーティ
ングと、
を含む位置移動防止ステントであって、
各基端方向に指向する突起は底部と頂点を有し、各基端方向に指向する突起の頂点は基端
方向に指向する突起の底部から径方向において所定の距離だけ離間されて配置され、各基
端方向に指向する突起の頂点は基端方向に指向する突起の底部から基端方向に偏奇し、
各先端方向に指向する突起は底部と頂点を有し、各先端方向に指向する突起の頂点は先端
方向に指向する突起の底部から径方向において所定の距離だけ離間して配置され、各先端
方向に指向する突起の頂点は先端方向に指向する突起の底部から先端方向に偏奇する位置
移動防止ステント。
【請求項１２】
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前記複数の突起は外側表面の周りに配置されたコーティングの上に鋳造、または鋳型成形
により形成される請求項１１に記載のステント。
【請求項１３】
前記コーティングは浸漬塗装法およびエアスプレー法の一方により形成される請求項１１
に記載のステント。
【請求項１４】
ステントの位置移動防止能力を増大させる方法であって、
ルーメンを画定する内面と、前記内面を同軸的に包囲する外面と、各々が内面と外面との
間の開放通路を画定する複数の接続チャネルとを有する管状体を提供する工程と、
複数の突起を含む外面を有するインサートを提供する工程と、
前記インサートを管状体のルーメン内に設置する工程と、
前記インサートの外面の突起が管状体の接続チャネルを通過して、管状体の外面から突出
するようにインサートを配向させる工程と、
を含む方法。
【請求項１５】
前記インサートの突起の少なくとも１つは、シリコーン、ナイロン、ポリアミド、ポリウ
レタン、ポリエチレン、テレフタレート、ポリプロピレン、ポリテトラフルオロエチレン
、延伸ポリテトラフルオロエチレン、およびこれらの組み合わせからなる１つのポリマー
材料から作製される請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
前記突起が三角形状をなす請求項１４に記載の方法。
【請求項１７】
前記突起は波形状をなす請求項１４に記載の方法。
【請求項１８】
前記突起は体腔の壁に食い込むように構成され、配置される請求項１４に記載の方法。
【請求項１９】
前記構造は輪状軟骨を含む請求項１８に記載の方法。
【請求項２０】
前記体腔は気管または気道を含む請求項１８に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は治療を施す組織の閉塞を緩和するための医療器具に関する。特に、本発明は治
療を施す組織から他の隣接領域への移動に関して特徴を有する医療用ステントに関する。
【背景技術】
【０００２】
　体腔の開存を維持するための機械的支持構造を提供するために用いられる数種類の異な
る設計の移植可能なステントが開発され、市販されている。これらのステントは一般に体
腔、特に血管、より詳しくは冠状動脈および末梢動脈内などで使用される。医師がこのよ
うなステントに関して直面しうる問題の１つは、その位置移動である。
【０００３】
　位置移動防止と径方向に作用する力とは相関しているため、血管等の体内管路内部でス
テントを位置決めしている間に、ステントに対して径方向の力をさらに加えることによっ
てステントの位置移動を回避する方法がある。しかしながら、径方向の力が一定の閾値以
上に大きくなると、位置移動防止効果はほとんど上がらず、その一方で、炎症の大幅な拡
大がその後の肉芽組織の形成を招来することがよくある。その結果、ステントの抜去が困
難となりえ、刺激の原因となる可能性がある。
【０００４】
　ステントの位置移動を低減させるその他の方法は、フィンの使用であろう。しかしなが
ら、ステントの位置移動防止のためにフィンを追加することは、ステントの径方向に作用
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する力を利用する方法と比較して位置移動の程度をより高める結果となるとともに、外傷
を伴うこともある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　それゆえ、位置移動防止能力を増大させるためなどの特徴物を備えるステントが求めら
れている。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の範囲を限定することなく、本発明の特許請求される実施形態のいくつかを以下
に短く要約する。本発明の要約された実施形態および／または本発明のその他の実施形態
のさらに詳しい内容は、本発明の詳細な説明の中に見ることができる。
【０００７】
　米国連邦規則法典第３７巻１．７２項に適合するために、明細書中の技術的開示の簡単
な要約文も提供されている。要約文は、特許請求の範囲を解釈するために使用されること
を意図されていない。
【０００８】
　本願の何れかの箇所で言及されている米国特許および出願ならびにその他すべての公開
文献は、それらの全文が引用によって本願に援用される。
　少なくとも１つの実施形態において、本発明は、外側表面を有する管状構造と、外側表
面上に設置された複数の突起と、を含む位置移動防止ステントに関する。複数の突起は、
第１の突起群と第２の突起群とを含む。第１および第２の突起群の各々は、底部と頂点を
含む。第１の突起群の各々の頂点は第１の突起群の底部から、第２の突起群の各々の頂点
が第２の突起群の底部から偏奇する方向と反対の方向に偏奇する。
【０００９】
　少なくとも１つの実施形態において、本発明は、外側表面を有する管状支持構造と、外
側表面の周囲に配置されたコーティングと、を含む位置移動防止ステントに関する。コー
ティングは複数の突起を含む。複数の突起は、複数の基端方向に指向する突起と複数の先
端方向に指向する突起とを含む。各基端方向に指向する突起は、底部と頂点を有する。各
基端方向に指向する突起の頂点は、その基端方向に指向する突起の底部から所定の径方向
の距離に位置付けられる。各基端方向に指向する突起の頂点は、その基端方向に指向する
突起の底部から基端方向に偏奇させることができる。各先端方向に指向する突起は、底部
と頂点を含む。各先端方向に指向する突起の頂点は、その先端方向に指向する突起の底部
から所定の径方向への距離に位置付けられる。各先端方向に指向する突起の頂点は、その
先端方向に指向する突起の底部から先端方向に偏奇させることができる。
【００１０】
　少なくとも１つの実施形態において、本発明は、ステントの位置移動防止能力を増大さ
せる方法に関する。方法は、中を通るルーメンを画定する内面と、内面を同軸的に取り囲
む外面と、各々が内面と外面との間の開放通路を画定する複数の接続チャネルと、を有す
る管状体を提供するステップを含む。方法は、複数の突起を含む外面を有するインサート
を提供するステップをさらに含む。さらに、方法は、インサートを管状体のルーメン内に
設置するステップと、インサートを、インサートの外面が管状体の接続チャネルを通って
、管状体の外面から外に突出するように向き付けるステップと、を含む。
【００１１】
　少なくとも１つの実施形態において、本発明は、ステントの位置移動防止能力を増大さ
せる方法に関する。方法は、中を通るルーメンを画定する内面と、内面を同軸的に取り囲
む外面と、を有する管状体を提供するステップを含む。方法は、外側表面の周囲にコーテ
ィングを堆積させるステップをさらに含み、コーティングは第１の突起群と第２の突起群
とを含む。第１および第２の突起群の各々は、底部と頂点を含む。第１の突起群の各々の
頂点は第１の突起群の底部から、第２の突起群の各々の頂点が第２の突起群の底部から偏
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奇する方向と反対の方向に偏奇する。
図面の簡単な説明
　本発明と、その特定の実施形態に関する以下の詳しい説明は、次のような図面を参照し
て理解することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】患者の体内に手術により留置されたステントを有するシステムの斜視図。
【図２Ａ】位置移動防止能力を有するステントの斜視図。
【図２Ｂ】図２Ａに示されるステントの部分断面図。
【図３Ａ】本発明のある例示的な実施形態によるステントの斜視図。
【図３Ｂ】図３Ａに示されるステントの断面図。
【図４】ステントの位置移動防止能力を増大させる方法を示すフローチャート。
【図５】ステントをコーティングする方法を示すフローチャート。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　本発明は様々な形態で実施できるが、本明細書では本発明の特定の実施形態が詳しく説
明される。この説明は本発明の原理の例示であり、示されている具体的な実施形態に本発
明を限定しようとするものではない。
【００１４】
　本開示の解釈において、特に別段の表示のないかぎり、複数の図面中の同様の参照符号
は同様の特徴物を指すものとする。
　本発明の各種の態様が図面中に示されている。所望により、１つの図面に描かれている
要素を他の図面に描かれている要素と組み合わせ、および／またはそれに置き換えること
ができる。
【００１５】
　本発明の以下の説明文で論じられるかぎり、各種の装置、器械、および構成部品に関し
て記載されている基端および先端という用語は、ある基準点に関して言及される。この基
準点は、この説明の中で使用されているかぎり、操作者の視点である。操作者は、開示の
システム／装置を患者の体内に本発明において説明されているように送達し、留置する処
置を施行できる外科医、内科医、看護師、医師、技術者およびその他でありうる。基端と
いう用語は、留置処置中に操作者により近い、または最も近い領域または部分を指す。先
端という用語は、操作者からより遠い、または最も遠い領域または部分を指す。
【００１６】
　ここで、図１を参照すると、位置移動防止ステント１００（ステント１００ともいう）
が示されている。ステントは、基端部分１０２と先端部分１０４を有する。ステントは、
基端部分１０２から先端部分１０４までに及ぶ長さ１０６を含む。ステント１００は、外
側表面１１０（外面１１０ともいう）を有する管状構造１０８（管状体ともいう）を含む
。ステント１００は、外側表面１１０上の複数の突起１１２（立ち上げられた特徴物１１
２ともいう）をさらに含む。管状構造１０８は、幅１１４を画定する。いくつかの実施形
態において、幅１１４は基端部分１０２から先端部分１０４までの間で同一である。いく
つかの実施形態において、幅１１４は基端部分１０２と先端部分１０４との間で異なって
いてもよい。ステント１００は、患者の体内治療部位１２２で医療処置を施行するために
使用可能である。ステント１００は、ステント１００の基端部分１０２が体内治療部位１
２２の基端部分１１６の付近にあり、ステント１００の先端部分１０４が体内治療部位１
２２の先端部分１１８の付近にあるように設置される。ある実施形態において、ステント
１００は、患者の体内通路１２０の中の病変を治療するために患者の体内に位置付けられ
る。ステント１００は一般に柔軟および／または弾性的特性を備える。ステント１００は
管内カテーテル移植のために径方向において圧縮可能である。ステント１００が治療部位
、即ち標的の体腔の付近に適正に位置付けられたところで、ステント１００は径方向に拡
張されて、血管を支持・補強する。ステント１００の径方向への拡張は、カテーテルに取
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り付けられたバルーン（図示せず）を膨らませることによって行われてもよい。いくつか
の実施形態において、ステント１００は自己拡張型であってもよく、これは、治療すべき
体腔内に留置されると径方向に拡張できる。
【００１７】
　図１に示されるように、ステント１００は患者の気管、すなわち肺へとつながる気道内
に設置され、中に存在する閉塞部を開放して、即ち値肺の中に気流が流れることを促す。
ある実施形態において、管状構造１０８の外側表面１１０を治療とする部位局所薬物送達
のための薬物で被覆することができる。ステント１００が気管内に位置付けられているよ
うに示されているが、当業者であれば、本明細書で説明されているステント１００は気管
に限定されず、動脈、脈管および、胆管、尿路等のその他の体内管系でも使用できること
がわかるであろう。図１は、人体内で使用中のステント１００を示している。この医療シ
ステムはまた、所望により、動物等、人以外にも使用できることがわかるであろう。機能
的に、ステント１００は患者の体内の物質や空気の流れを可能にするために通路を拡張ま
たは開放するように構成される。ステント１００またはそのいくつかの部分は、形状記憶
ポリマーもしくは金属、または単純な弾性医療用ポリマー、または医療用の可塑性使い捨
て材料を使って製造できる。
【００１８】
　図２Ａは、ステント１００の斜視図を示す。図２Ｂはステント１００の部分断面図を示
す。
　ここで、図２Ａと２Ｂを参照すると、ステント１００は、管状体１０８と、同ステント
１００の基端部分１０２と先端部分１０４との間においてステント内に画定されるルーメ
ン２０２と、管状体１０８の外側表面１１０上の複数の突起１１２と、を含む。管状体１
０８は、内側表面２３０（内面ともいう）と、内側表面２３０から外側表面１１０へと延
びる複数のチャネル２０８とを有する。内側表面２３０はルーメン２０２を画定する。外
側表面１１０と内側表面２３０との間において開放通路２１０を形成するように複数のチ
ャネル２０８がそれぞれ構成される（図２Ｂに示されている）。複数のチャネル２０８の
各々は、複数の突起１１２が内側表面２３０から外側表面１１０へと、複数のチャネル２
０８の中に形成された開放通路２１０を通過することができるように製造される。これは
、複数のチャネル２０８の内部に適合でき、開放通路２１０を通って突出する特徴物を、
マイクロブラスト、研磨、ＰＴＦＥモールド等の工程を通じて加工することを通じて実現
できる。外側表面１１０は、長手方向軸２１２の周囲で内側表面２３０を同軸的に取り囲
み、外側表面１１０が体内治療部位１２２の少なくとも一部と接触できるように構成され
ている。複数の突起１１２は、第１の突起群２１４と第２の突起群２１６とを含む。第１
の突起群２１４および第２の突起群２１６の各々は、底部２１８と頂点２２０を含む。突
起の各々の頂点２２０は（図２Ｂに示されるように）、その突起の底部２１８から所定の
径方向の距離２２２に位置付けられる。所定の径方向の距離は、第１の突起群２１４と第
２の突起群２１６の各々について同じである。いくつかの実施形態において、底部２１８
は円形の形状を有する。他の実施形態において、底部２１８は円形以外の形状を有するこ
とができる。いくつかの実施形態において、底部２１８は多角形の形状を有することがで
きる。例えば、底部２１８は正方形または長方形の形状または輪郭を有することができる
。いくつかの実施形態において、頂点２２０は円錐の形状または輪郭を有することができ
る。いくつかの実施形態において、頂点２２０はテーパの付いた輪郭を有することができ
る。ある実施形態において、第１の突起群２１４の各々の頂点２２０は第１の突起群２１
４の底部２１８から、第２の突起群２１６の各々の頂点２２０が第２の突起群２１６の底
部２１８から偏奇する方向Ａ２と反対の方向Ａ１に偏奇している。方向Ａ１を基端方向と
いうこともあり、方向Ａ２を先端方向ということもある。反対方向の偏奇によってステン
ト１００の位置移動防止特性が増大するが、これは、先端部分１０４に設置され、基端方
向を向く基端方向に指向する突起が体内治療部位１２２の先端部分１１８に留まり、基端
部分１０２に設置され、先端方向を向く先端方向に指向する突起が体内治療部位１２２の
基端部分１１６に留まることができるからである。複数の先端方向に指向する突起によっ
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て、ステント１００を体内治療部位１２２の基端部分１１６に結合しやすくなり、複数の
基端方向に指向する突起によって、ステント１００を体内治療部位１２２の先端部分１１
８に結合しやすくなり、それによってステント１００の運動または位置移動に対する機械
的ロックが作られる。複数の基端方向に指向する突起２１４と複数の先端方向に指向する
突起２１６の頂点２２０の各々は、管壁（輪状軟骨）に食い込む固定点の役割を果たし、
位置移動の可能性を低減させるのを助けることができる。複数の突起１１２は、ステント
１００の外側表面１１０と管壁との間のより大きな摩擦相互作用を提供でき、それによっ
て位置移動防止機能が増進し、管壁内でのステント１００全体の運動が防止される。複数
の突起１１２は、ステント１００送達システムにおける様々な抵抗（ｔｏｌｅｒａｎｃｅ
）、例えば径方向への圧縮による留置またはバルーンによる留置に対応できるように製造
できる。
【００１９】
　いくつかの実施形態において、頂点２２０をステント１００の基端部分１０２に向かう
方向Ａ１に偏奇させることができる。ステント１００の基端部分１０２に向かう方向Ａ１
に偏奇している複数の突起１１２は、複数の基端に指向する突起または第１の突起群２１
４ということができる。いくつかの実施形態において、頂点２２０をステント１００の先
端部分１０４に指向する方向Ａ２に偏奇させることができる。先端部分１０４に向かう方
向Ａ２に偏奇している複数の突起１１２は、複数の先端に指向する突起または第２の突起
群２１６ということができる。いくつかの実施形態において、図２Ａに示されているよう
に、基端に指向する突起はステント１００の先端部分１０４の周囲に存在でき、先端に指
向する突起はステント１００の基端部分１０２の周囲に存在できる。他の実施形態におい
て、基端に指向する突起はステント１００の基端部分１０２の周囲に存在でき、先端に指
向する突起はステント１００の先端部分１０４の周囲に存在できる。
【００２０】
　いくつかの実施形態において、複数の突起１１２をステント１００の基端部分１０２と
先端部分１０４の周囲にのみ存在させることができる。ある実施形態においては、複数の
突起１１２を管状構造１０８の長さ１０６全体にわたって提供でき、管状構造１０８の長
手方向軸２１２を完全に取り囲むように構成できる。いくつかの実施形態において、外側
表面１１０をかなり平滑に設計してもよく、複数の突起１１２を別の構造として外側表面
１１０に連結してもよい。
【００２１】
　図２Ｂに示されるように、第１の突起群２１４の各々を第１の偏奇角度αをもって底部
２１８から偏奇させることができ、第２の突起群２１６の各々を第２の角度βをもって底
部２１８から偏奇させることができる。第１の偏奇角度αは、第１の突起群２１４の各突
起の頂点２２０の平面２２４と長手方向軸２１２との間に成される。第２の偏奇角度βは
、第２の突起群２１６の各突起の頂点２２０の平面２２６と長手方向軸２１２との間に成
される。いくつかの実施形態において、第１の偏奇角度αを第２の偏奇角度βと等しくす
ることができる。第１の偏奇角度αと第２の偏奇角度βの度数は、体内治療部位１２２の
大きさ、体内治療部位１２２の構造、および体内治療部位１２２の輪郭形状に応じて異な
っていてもよい。
【００２２】
　ある実施形態において、コーティング２２８は外側表面１１０の周囲に配置され、（図
２Ｂに示されるように）コーティング２２８は複数の突起１１２を有する。ある実施形態
において、コーティング２２８は例えば浸漬塗装法、エアスプレー法、またはその他の方
式等の技術により形成できる。いくつかの実施形態において、コーティング２２８は複数
の突起１１２を含む立体（３Ｄ）幾何学構造を画定してもよい。３Ｄ構造として形成され
る場合、ステント１００の外側表面１１０全体を不均一な高低差のある不規則面とするこ
とができ、これは摩擦面として機能し、それによってステント１００の位置移動防止能力
が増大する。ある実施形態において、山と谷を持つ波形構造の形態で不均一な不規則性を
画定できる。他の実施形態においては、コーティング２２８を堆積させることによって、
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外側表面１１０の全体に不規則性を構成することができる。いくつかの実施形態において
、複数の突起１１２は、外側表面１１０の全体に、特定の輪郭を展開するためのコンピュ
ータ制御による噴霧装置を使ってコーティング２２８の形態で展開できる。いくつかの実
施形態において、コーティング２２８は２つの層、すなわち外側表面１１０の全体に展開
される複数の突起１１２を含む第１の層と、治療すべき部位（標的部位）局所薬物送達の
ための治療用化合物を含む第２の層を含むことができる。いくつかの実施形態において、
複数の突起１１２を鋳型鋳造して、管状体１０８の中に挿入することができ、コーティン
グ２２８は標的部位局所薬物送達のための治療用薬剤を含むことができる。いくつかの実
施形態において、複数の突起１１２の各々を、個々に硬質であったり弾性的に柔軟であっ
たりするように製造することにより、複数の突起１１２と管壁とを機械的にロックしやす
くするようにできる。
【００２３】
　いくつかの実施形態において、複数の突起１１２を管状構造１０８の上、または管状構
造１０８の外側表面１１０の周囲に配置されたコーティング２２８の上に鋳造により形成
し、または鋳型成形できる。いくつかの実施形態において、複数の突起１１２を射出成形
または真空鋳造できる。いくつかの実施形態において、複数の突起１１２を予備成形して
、ルーメン２０２に挿入し、開放通路を通って、例えば管状構造１０８の外側表面１１０
から外に突出するようにできる。いくつかの実施形態において、複数の突起１１２は、突
起の各々の底部２１８から頂点２２０へと湾曲した形状を有するフックの列を含むことが
できる。いくつかの実施形態において、複数の突起１１２を棘の形状とすることができる
。いくつかの実施形態において、複数の突起１１２を、円形の底部２１８と円錐形状の頂
点２２０を有する棘の形状とすることができる。いくつかの実施形態において、複数の突
起１１２を、管状構造１０８の上に直接形成または設置されるか、またはコーティング２
２８の上に形成される、もしくは外側表面１１０の上のコーティング２２８の一体部分と
して形成される山と谷の形態とすることができる。
【００２４】
　ある実施形態において、例えばシリコーン、ナイロン、ポリアミド、ポリウレタン、ポ
リエチレン、テレフタレート、ポリプロピレン、ポリテトラフルオロエチレン（ＰＴＦＥ
）、延伸ポリテトラフルオロエチレン、およびこれらの組み合わせ等からなるポリマー材
料から複数の突起１１２を作製することができる。
【００２５】
　いくつかの実施形態において、複数の突起１１２は三角形の形状である。いくつかの実
施形態において、第１の突起群２１４の形状を第２の突起群２１６の形状と同じとするこ
とができる。他の実施形態において、第１の突起群２１４の形状を第２の突起群２１６の
形状と異なるようにすることができる。複数の突起１１２は、第１の突起群２１４を方向
Ａ１またはＡ２の何れか一方に付勢し、第２の突起群２１６を第１の突起群２１４の付勢
方向と反対の方向に付勢するのを容易にすることのできる何れの形状を有することもでき
る。第１の偏奇角度を利用して第１の突起群２１４の付勢に影響を与えることができる。
いくつかの実施形態において、第１の偏奇角度を鋭角とすることができ、これによって第
１の突起群２１４が方向Ａ１に沿って付勢される。いくつかの実施形態において、第１の
偏奇角度を鈍角とすることができ、これによって第１の突起群２１４が方向Ａ２に沿って
付勢される。第２の偏奇角度を利用して第２の突起群２１６の付勢に影響を与えることが
できる。いくつかの実施形態において、第２の偏奇角度を鋭角とすることができ、これに
よって第２の突起群２１６が方向Ａ２に付勢される。いくつかの実施形態において、第２
の偏奇角度を鈍角とすることができ、これによって第２の突起群２１６が方向Ａ１に沿っ
て付勢される。
【００２６】
　ほとんどの場合、ステント１００は、体内に配置され、長手方向軸２１２に沿って血管
壁と相互作用できる形状に製造される。したがって、ステント１００の方向Ａ１とＡ２に
沿った運動が防止されれば、ステント１００は所定の位置に保持されるであろう。
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【００２７】
　図３Ａは、波形輪郭を有するステント１００の斜視図を示す。図３Ｂは、例えば図３Ａ
に示されるようなステント１００の断面図を示す。図３Ａと図３Ｂとは管状構造１０８の
長さ１０６の一部にわたる複数の突起１１２を示しており、これは図２Ａと図２Ｂとに示
されるような長さ１０６全体の場合と対照的である。
【００２８】
　ここで、図３Ａと図３Ｂを参照すると、いくつかの実施形態において、外側表面１１０
は波形の輪郭３０２を有する。波形の輪郭３０２は、複数の山３０４と複数の谷３０６と
を有する。複数の山３０４と谷３０６とは突出部を画定し、これが第１の突起群２１４と
第２の突起群２１６とを含む複数の突起１１２としての役割を果たす。複数の山３０４の
各々は、基端部分３０８と先端部分３１０を含むことができ、基端部分３０８が管状構造
１０８の外側表面１１０と接触し、先端部分が方向Ａ１またはＡ２に向かって偏奇するよ
うになっている。いくつかの実施形態において、ステント１００の基端部分１０２に近い
複数の山３０４は先端方向（Ａ２）を向き、ステント１００の先端部分１０４に近い複数
の山３０４は基端方向（Ａ１）を向く。他の実施形態において、ステント１００の基端部
分１０２に近い複数の山３０４は基端方向（Ａ１）を向き、ステント１００の先端部分１
０４に近い複数の山３０４は先端方向（Ａ２）を向くことができる。反対方向にあり、反
対方向を向く複数の山３０４は機械的ロックを構成し、それによってステント１００の位
置移動の可能性を低減させる。複数の突起１１２または複数の山３０４は、複数の谷３０
６と共に、輪状軟骨または体内治療部位１２２のその他の隣接領域に機械的に食い込み、
ステント１００の位置移動防止能力を増大させる。
【００２９】
　図４は、ステント１００の位置移動防止能力を増大させるための方法４００を示すフロ
ーチャートである。４０２において、この方法４００は、ルーメン２０２に類似したルー
メンを画定する内側表面２３０と同様の内面と、ステント１００の内面を同軸的に取り囲
む外側表面１１０に類似する外面とを有する管状体１０８を製造するステップを含む。方
法４００は、外側表面１１０と内面との間に複数の接続チャネルを作るステップをさらに
含む。いくつかの実施形態において、接続チャネルの各々は、内面と外側表面１１０との
間の開放通路を画定する。４０４において、方法４００は外面を有するインサートを製造
するステップを含む。インサートの外面は、複数の立ち上げられた特徴物（複数の突起１
１２）を含む。４０６において、方法は、インサートを管状体１０８のルーメン２０２内
に配置するステップをさらに含む。インサートは、管状体１０８のルーメン２０２の内部
において、インサートが複数の接続チャネルを通過して開放通路へと進入するように配置
される。４０８において、方法４００は、インサートを、インサートの外面の複数の立ち
上げられた特徴物が管状体１０８の接続チャネル２０８を通過し、管状体１０８の外側表
面１１０から外に突出するように配向されるステップを含む。その結果、外側表面１１０
の全体に複数の突起１１２が形成される。いくつかの実施形態において、複数の突起１１
２は治療用物質で被覆されている。
【００３０】
　図５は、ステント１００の位置移動防止能力を増大させるための方法５００を示すフロ
ーチャートである。５０２において、方法は、ルーメン２０２を画定する内面と、同内面
を同軸的に包囲する外側表面１１０とを有する管状体１０８を製造するステップを含む。
５０４において、方法は外側表面１１０の周囲にコーティング２２８を堆積させるステッ
プを含む。コーティング２２８は、第１の突起群２１４と第２の突起群２１６を含む。第
１突起群２２１４および第２の突起群２１６の各々は、底部２１８と頂点２２０を含む。
第１の突起群２１４の各々の頂点２２０は底部２１８から偏奇し、その偏奇方向は、第２
の突起群２１６の頂点２２０が底部２１８から偏奇する方向と反対の方向である。いくつ
かの実施形態において、浸漬塗装法２２８、エアスプレー法の一方またはその他の何れか
の技術を使ってコーティング２２８が形成される。
【００３１】
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　本発明のいくつかの例示的実施形態の説明は、以下の箇条書きの項目に含めることがで
きる。
１．外側表面を有する管状構造と、
　外側表面上に配置され、第１の突起群と第２の突起群とを含む複数の突起であって、第
１突起群および第２の突起群の各々が底部と頂点を有し、第１の突起群の各々の頂点が第
１の突起群の底部から、第２の突起群の各々の頂点が第２の突起群の底部から偏奇する方
向と反対の方向に偏奇する複数の突起群と、
を含む位置移動防止ステント。
２．複数の突起のうちの少なくとも１つは、シリコーン、ナイロン、ポリアミド、ポリウ
レタン、ポリエチレン、テレフタレート、ポリプロピレン、ポリテトラフルオロエチレン
、延伸ポリテトラフルオロエチレン、およびこれらの組み合わせからなる群より選択され
るポリマー材料から作製される第１項目のステント。
３．複数の突起のうちの少なくとも１つは棘の形状であり、円形の形状の底部と円錐の形
状の頂点を有する第１項目または第２項目のステント。
４．複数の突起のうちの少なくとも１つは管状の支持構造の長手方向軸を完全に包囲する
第１項目または第２項目のステント。
５．外側表面の周りに配置されたコーティングをさらに含み、コーティングは複数の突起
を有する第１～４項目の何れかのステント。
６．複数の突起は外側表面の周囲に配置されたコーティングの上に鋳造により形成される
か、鋳型成形される第５項目のステント。
７．コーティングは浸漬塗装法およびエアスプレー法の一方により形成される第５項目の
ステント。
８．複数の突起は射出成形または真空鋳造により形成される第１項目のステント。
９．複数の突起の各々は底部から頂点まで湾曲した形状を有するフックの列を含む第１～
８項目の何れかのステント。
１０．第１および第２の突起群の各々の頂点は、複数の突起の底部から所定の径方向の距
離に配置される第１～９項目の何れかのステント。
１１．外側表面を有する管状支持構造と、
　外側表面の周囲に配置されたコーティングであって、複数の突起を有し、これら複数の
突起が複数の基端方向に指向する突起と複数の先端方向に指向する突起とを含むコーティ
ングと、
を含む位置移動防止ステントであって、
　各基端方向に指向する突起は底部と頂点を有し、各基端方向に指向する突起の頂点は底
部から径方向へ所定距離だけ離間して配置され、各基端方向に指向する突起の頂点は底部
から基端方向に偏奇し、
　各先端方向に指向する突起は底部と頂点を有し、各先端方向に指向する突起の頂点は底
部から径方向へ所定の距離だけ離間して配置され、各先端方向に指向する突起の頂点は底
部から先端方向に偏奇する位置移動防止ステント。
１２．複数の突起は外側表面の周囲に配置されたコーティングの上に鋳造により形成、ま
たは鋳型成形される第１１項目のステント。
１３．コーティングは浸漬塗装法およびエアスプレー法の一方により形成される第１１項
目のステント。
１４．ステントの位置移動防止能力を増大させる方法であって、
　ルーメンを画定する内面と、同内面を同軸的に包囲する外面と、各々が内面と外面との
間の開放通路を画定する複数の接続チャネルとを有する管状体を提供する工程と、
　複数の突起を備えた外面を有するインサートを提供する工程と、
　インサートを管状体のルーメン内に配置する工程と、
　インサートを、外面の突起が管状体の接続チャネルを通過して、管状体の外面から外に
突出するように配向させる工程と
を含む方法。
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１５．インサートの突起の少なくとも１つは、シリコーン、ナイロン、ポリアミド、ポリ
ウレタン、ポリエチレン、テレフタレート、ポリプロピレン、ポリテトラフルオロエチレ
ン、延伸ポリテトラフルオロエチレン、およびこれらの組み合わせからなる群より選択さ
れるポリマー材料から作製される第１４項目の方法。
１６．突起が三角形の形状である１４項目または第１５項目の方法。
１７．突起は波形の形状である第１４～１６項目の何れかの方法。
１８．突起は、体腔の壁に食い込むように構成され、配置される第１４～１７項目の何れ
かの方法。
１９．構造は輪状軟骨を含む第１８項目の方法。
２０．体腔は気管または気道を含む第１８項目の方法。
２１．ステントの位置移動防止能力を増大させる方法であって、
　ルーメンを画定する内面と、同内面を同軸的に包囲する外面とを有する管状体を提供す
る工程と、
　外側表面の周囲にコーティングを堆積させる工程であって、コーティングが第１の突起
群と第２の突起群とを有し、第１の突起群および第２の突起群の各々は底部と頂点を有し
、第１の突起群の各々の頂点が底部から偏奇し、第２の突起群の各々の頂点が底部から偏
奇し、これら偏奇する方向は反対の方向である工程と、
を含む方法。
２２．コーティングは浸漬塗装法およびエアスプレー法の一方により形成される第２１項
目のステント。
【００３２】
　上記の開示は例示的であり、全てを網羅するものではない。また、上記の記載事項によ
り、当業者は数多くの変更形態や代替形態を想到するであろう。図面に示され、上記に説
明された各種の要素は、必要に応じて組み合わせることができ、または組み合わせるため
に変更可能である。これらの代替形態と変更形態はすべて、特許請求の範囲の中に含めら
れるものとする。
【００３３】
　さらに、従属請求項の中に示された特定の特徴を、本発明の範囲から逸脱せずに、他の
方法で相互に組み合わせることができ、それによって本発明は、従属請求項の特徴の他の
考えうるあらゆる組み合わせを有するその他の実施形態にも明確に関すると認識されるべ
きである。例えば、特許請求の範囲の公開の目的のために、下記の何れの従属請求項も、
あるいは、当該の従属請求項の中で言及されたすべての先行記載事項を有するすべての先
行請求項への多項従属形式に、かかる多項従属形式がその法域内で容認される形式であれ
ば、書き換えられるとみなされるべきである（例えば、請求項１に直接従属する各請求項
は、あるいは、すべての先行請求項に従属するとみなされるべきである）。多項従属請求
項形式が制限されている法域においては、下記の従属項の各々はまた、あるいは、下記の
かかる従属項の中に列挙された具体的な請求項以外の、先行記載事項を有する先行請求項
への従属性を生じさせる各単項従属請求項形式に書き換えられると解釈されるべきである
。
【００３４】
　これで、本発明の説明を終える。当業者であれば、本明細書に記載された具体的な実施
形態に対する他の均等物を認識でき、この均等物は本明細書に付属の特許請求の範囲に包
含されるものとする。
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